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Twitterアンケート

•アンケートそのものをツイートすることでアンケートを⾏った

•フォロワーは9000⼈程度だが、拡散することで多くの回答を得
た

•シンプルなアンケート機能のみなので、サブ解析はできないが、
⼤雑把な傾向を多くの⼈数から得ることができた。



アンケート結果
2021年7⽉5⽇ 12時半の時点でインプレッションが44万
→およそ44万⼈がこのアンケートを⽬にしたと考えられる

回答者はおよそ１万⼈

疾患や症状について「⽿⿐咽喉科の診療範囲かどうか」を尋ねた。
回答選択肢は「⽿⿐咽喉科の診療範囲である」「⽿⿐咽喉科の診
療範囲ではない」の２択。



回答者背景（n=9,339）

⾮医療従事者
57.8%

医師
13.3%

医師以外の
医療従事者
28.9%



⾆がん（n=11,863）

診療範囲である
65.6%

診療範囲でない
34.4%

甲状腺がん（n=9,465）

診療範囲である
56.0%

診療範囲でない
44.0%

これらの疾患や症状は⽿⿐咽喉科の診療範囲かどうか？



顔⾯神経⿇痺（n=9,421）

診療範囲
である
44.8%

診療範囲
でない
55.2%

めまい（n=9,510）

診療範囲
である
84.8%

診療範囲
でない
15.2%

これらの疾患や症状は⽿⿐咽喉科の診療範囲かどうか？



⾸のしこり（n=9,512）

診療範囲
である
53.9%

診療範囲
でない
46.1%

飲み込みにくい（n=9,451）

診療範囲
である
91.0%

診療範囲
でない
9.0%

これらの疾患や症状は⽿⿐咽喉科の診療範囲かどうか？



総括

• Twitterを⽤いたアンケートで約１万⼈から回答を得た

•めまい・嚥下障害については認知度が⾼かった。

•顔⾯神経⿇痺は認知度が低かった。

•頭頸部外科領域である⾆がん・甲状腺がん・⾸のしこりについ
てはさらなる認知度上昇が期待される結果であった


